
資料２ 

令和元年度空き家活用モデル事業について 

 

１ 対象空き家 

・場所：江田島市沖美町畑２５６－３（昭和５０年３月１３日築） 

・敷地面積：１９３．５４㎡ 建物面積：５９．６２㎡ 

・取得期日：平成３１年３月１日 広島県警察本部より取得 

 

２ 今回モデル事業の特色 

   (１) 提供型 

活用可能な空き家を原則１０年間の期間で貸し出した後に，入居者の希望があれば，

入居者に提供していく制度です。 

提供希望時の時点の建物等の状況を鑑みて，提供額について検討をしていきます。 

(２) 意見反映型 

居住者の改修の意見を一部反映できるように考えております。 

 

３ 今後の取組 

(１) 事業スキームの決定 

  現在，大枠で本取組の制度設計をしていますが，更に精査していきます。 

(２) 募集要綱の作成 

今回の制度に沿った募集要綱を作成していきます。 

 

４ 事業スケジュール 

令和元年５月～１１月     ・制度検証（他市町の事例検証・制度設計） 

令和元年９月～１１月     ・入居募集等に向けた募集要綱の作成等 

               ・改修必要部分の設計 

令和元年１２月～令和２年１月 ・入居募集・抽選会 

令和元年１２月～令和２年３月 ・改修工事 

令和２年４月         ・入居 

 

→１０年後，入居者が提供希望の場合，提供 

 

 

 

 

 



［参考］ 空き家活用モデル事業との比較 
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